
 

 

社員総会その他 式次第 

 Ⅰ．会長挨拶 

 Ⅱ．社員総会 

  i. 成立要件の確認と開会宣言 

  ii. 議長選出 

  iii. 議事録署名人選出 

  iv. 議事（審議事項，報告事項） 

  v. 閉会宣言 

 Ⅲ．名誉会員証授与 辰巳 敬 先生 

 

一般社団法人日本ゼオライト学会 

2018 (平成30)年度社員総会 資料 
 

日時 2018 (平成30)年6月11日(月曜日) 16時30分から17時30分(予定) 

場所 〒113-0032 東京都文京区弥生2丁目11-16 

 東京大学 武田先端知ビル5F 武田ホール 

 

審議事項 １．平成29年度貸借対照表の承認・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

  ２．平成29年度正味財産増減計算書の承認・・・・・・・・・・・・・ 2 

  ３．平成30年度理事・監事の選任・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

  ４．その他 

報告事項 １．平成29年度事業報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

  ２．平成30年度事業計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

  ３．平成30年度収支予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

  ４．編集業務委託について 

  ５．その他 
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審議事項 

 

１．平成29年度貸借対照表の承認 
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２．平成29年度正味財産増減計算書の承認 
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参考資料：平成29年度正味財産増減計算書の内容の説明 
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参考資料：2017 (平成29)年度監査報告 
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３．平成 30 年度理事・監事の選任 

 

 現在の理事は 2016 (平成 28)年 4 月 1 日の一般社団法人日本ゼオライト学会発足時に選任

されたので，任期は本社員総会終了時までである．定款の定めに従い，本社員総会で新し

い理事 5 名以上 10 名以内を選任する．新理事の任期は 2020 年の定期社員総会終了時まで

である． 

 2 名の監事のうち丹羽幹氏の任期は本社員総会終了時までである．本社員総会で新しい

監事 1 名以内を選任する．留任する 1 名の監事 辰巳敬氏の任期は 2020 年の定期社員総会

終了時まで，新監事の任期は 2022 年の定期社員総会終了時までである． 

 理事・監事の順に立候補と推薦を募り，候補者毎に，出席社員（委任状含む）の議決権

の過半数による決議をもって選任する． 

 本社員総会終了後に新理事による臨時理事会を開催し，代表理事（会長）1 名および副

会長 2 名を選定する． 

＊候補者が定数を超える場合の選任方法は定款第１７条の３に記載されている． 

＊＊理事・監事となる者の資格・制限は定款第２１条の３，４，５に記載されている．． 

 

定款（関係個所抜粋） 

 

第４章 社員総会 

 （権 限） 

第１２条 社員総会は、次の事項について決議する。 

（１） 理事及び監事の選任又は解任 

 （決 議） 

第１７条 社員総会の決議は、法令又はこの定款に別段の定めがある場合を除き総社員の議

決権の５分の１以上を有する社員が出席し、出席した当該社員の議決権の過半数をもって

行う。 

３ 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、候補者ごとに第１項の決議を行わ

なければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第 20 条に定める定数を上回る場合に

は、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選

任することとする。 

第５章 役 員 

 （役員の設置） 

第２０条 この法人に、次の役員を置く。 

（１） 理事 ５名以上１０名以内 

（２） 監事 １名以上２名以内 

２ 理事のうち１名を代表理事とする。 

３ 代表理事以外の理事のうち２名を副会長とする。 

４ 第３項の副会長をもって一般社団法人法上の業務執行理事とする。 

 （役員の選任） 

第２１条 理事及び監事は、社員総会の決議によって選任する。 

２ 代表理事及び副会長は、理事会の決議によって理事の中から選定する。 

３ 監事は、この法人又はその子法人の理事若しくは使用人を兼ねることができない。 

４ 理事のうち、理事のいずれか１名とその配偶者又は３等親内の親族その他特別の関係に

ある者の合計数は、理事総数の３分の１を超えてはならない。監事についても同様とする。 
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５ 他の同一の団体（公益法人を除く）の理事又は使用人である者その他これに準ずる相互

に密接な関係にある者である理事の合計数は、理事の総数の３分の１を超えてはならない。

監事についても同様とする。 

 （理事の職務及び権限） 

第２２条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執行

する。 

２ 代表理事は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表し、その業務を

執行し、副会長は、理事会において別に定めるところにより、この法人の業務を分担執行

する。 

３ 代表理事及び副会長は、毎事業年度に４箇月を超える間隔で２回以上、自己の職務の執

行の状況を理事会に報告しなければならない。 

 （監事の職務及び権限） 

第２３条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作

成する。 

２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び財

産の状況の調査をすることができる。 

 （役員の任期） 

第２４条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定

時総会の終結の時までとする。 

２ 監事の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総会

の終結の時までとする。 

３ 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。 

４ 理事又は監事は、第２０条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任に

より退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は監事としての権利

義務を有する。 
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報告事項 

 

１．平成29年度事業報告 

一般社団法人 日本ゼオライト学会 2017 (平成29)年度 事業報告 

 

１．理事会・総会 

 

１．１ 2017 (平成29)年度社員総会 

日時：2017 (平成29)年6月9日(金曜日) 16時30分から17時45分 

場所：工学院大学新宿キャンパス アーバンテックホール（東京都新宿区西新宿1-24-2） 

審議事項： 

（１）平成28年度貸借対照表の承認 

（２）平成28年度正味財産増減計算書の承認 

報告事項： 

（１）平成28年度事業報告 

（２）平成29年度事業計画 

（３）平成29年度収支予算 

（４）平成29年度役員 

名誉会員証授与：丹羽幹氏 

 

１．２ 2017 (平成29)年度第1回理事会 

日時：2017 (平成29)年5月27日(土曜日) 13時00分から17時00分 

場所：早稲田大学西早稲田キャンパス51号館・3階第四会議室（東京都新宿区大久保3-4-1） 

出席理事：松方正彦，大久保達也，中野雅雄，壱岐英，里川重夫，西山憲和，片田直伸，武脇隆彦，遠

藤明，出席監事：辰巳敬 

審議事項： 

（１）第32回ゼオライト研究発表会の事業報告承認 

（２）2016 (平成28)年度事業報告の承認 

（３）2016 (平成28)年度事業報告の附属明細書の承認 

（４）2016 (平成28)年度貸借対照表の承認 

（５）2016 (平成28)年度正味財産増減計画書の承認 

（６）2016 (平成28)年度貸借対照表および正味財産増減計画書の附属明細書の承認 

（７）2018年度ゼオライトフォーラム実行委員長の決定 

（８）第26回ゼオライト夏の学校実行委員長の決定 

（９）第2回ゼオライトセミナー実行委員長の決定 

（１０）評議員の交代 

（１１）名誉会員の承認 

（１２）会計処理について 

（１３）理事会の3月開催について 

（１４）web閲覧のID管理について 

（１５）その他 

報告事項： 

（１）2016年度監査について 

（２）企画広報委員会より 

（３）編集委員会より 

（４）ZMPC2018について 

（５）日本化学連合について 

（６）その他 

 

１．３ 2017 (平成29)年度第2回理事会 

日時：2017 (平成29)年12月2日(土曜日) 9時00分から12時15分 

場所：岐阜大学サテライトキャンパス ミーティングルーム(A)（岐阜市吉野町6丁目31番地 岐阜スカイ
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ウイング37東棟4階） 

出席理事：松方正彦，大久保達也，中野雅雄，壱岐英，里川重夫，西山憲和，片田直伸，武脇隆彦、遠

藤明，出席監事：丹羽幹 

審議事項： 

（１）経理の方法について 

（２）2017年度フォーラム事業報告の承認 

（３）第25回夏の学校事業報告の承認 

（４）第33回ゼオライト研究発表会若手優秀講演賞の決定 

（５）2年後の研究発表会候補地と実行委員長候補（複数可）の決定 

（６）次年度人事案の検討方法 

（７）評議員の承認 

（８）4年後のZMPC開催地の検討方法 

（９）その他 

報告事項： 

（１）会員動向 

（２）企画・広報委員会より 

（３）編集委員会より 

（４）研究発表会の開催報告 

（５）国際会議関連 ZMPC2018について 

 

１．４ 2017 (平成29)年度第3回理事会 

日時：2018 (平成30)年3月28日(水曜日) 14時40分から18時20分 

場所：早稲田大学西早稲田キャンパス55S号館・4階会議室(407室)（東京都新宿区大久保3-4-1） 

出席理事：松方正彦，大久保達也，中野雅雄，壱岐英，里川重夫，西山憲和，片田直伸，武脇隆彦、遠

藤明，出席監事：辰巳敬 

審議事項： 

（１）研究発表会事業報告の承認 

（２）参照ゼオライト研究会事業報告の承認 

（３）平成30 (2018)年度事業計画書の承認 

（４）平成30 (2018)年度収支予算書の承認 

（５）名誉会員の提案 

（６）経理の方法について 

（７）編集業務の委託について 

（８）カレンダーの改訂 

（９）その他 

報告事項： 

（１）企画・広報委員会 

（２）編集委員会 

（３）日本化学連合 

（４）国際会議関連 ZMPC2018など 

 

２．主催事業 

 

２．１ 2017年度ゼオライトフォーラム 

世話人：奥村和（工学院大） 

開催日：2017 (平成29)年6月9日(金) 

場所：工学院大学新宿キャンパス アーバンテックホール（東京都新宿区西新宿1-24-2） 

協賛：日本化学会，触媒学会，石油学会 

プログラム：稲垣伸二先生（豊田中央研究所）「メソポーラス有機シリカを用いた高度な触媒反応場の

構築」，南部宏暢先生（太陽化学）「ナノポーラスマテリアルの社会実装に向けたアプローチ」，中尾

真一先生（工学院大）「CVD方によるアモルファスシリカ水素分離膜の製膜と膜反応器」 

参加者数：会員（一般または法人）55名，一般非会員4名，学生20名，講師3名，計82名 
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懇親会：37名 

 

２．２ 第25回ゼオライト夏の学校 

世話人：佐野庸治（広島大），津野地直（広島大），高光泰之（東ソー） 

開催日：2017 (平成29)年8月30日(水)～9月1日(金) 

場所：JMSアステールプラザ（広島市中区加古町4-17） 

協賛：日本化学会，触媒学会，石油学会，日本吸着学会 

プログラム：「ゼオライト合成の基礎の基礎」山本勝俊先生（北九州市大），「規則性ナノ空間材料の

結晶構造解析」池田卓史先生（産総研），「気体吸着を用いた多孔体の細孔特性化」松本明彦先生（豊

橋技科大），「固体酸性質」片田直伸先生（鳥取大），「工業材料としてのゼオライト」有賀耕先生（東

ソー），「ゼオライトの環境・エネルギー・福島汚染水処理分野への応用－企業におけるゼオライトの

技術開発－」松倉実先生（ユニオン昭和） 

ポスター発表件数：32件 

ポスター賞：2件 

参加者数：会員（一般）11名，一般非会員2名，学生47名，講師6名，計66名 

 

２．３ 第33回ゼオライト研究発表会 

実行委員会：上宮成之（委員長，岐阜大），近江靖則，小村賢一，伴隆幸（岐阜大），西宏二（防衛大） 

開催日：2017 (平成29)年11月30日(木)～12月1日(金) 

場所：長良川国際会議場(〒502-0817 岐阜市長良福光2695-2) 

協賛：化学工学会，触媒学会，石油学会，日本イオン交換学会，日本エネルギー学会，日本化学会，日

本粘土学会，日本膜学会，有機合成化学協会 

特別講演：黒田泰重先生（岡山大）「ゼオライト空間を利用した新奇電子状態の創出とその起源」，清

水信一郎先生（清水清三郎商店）「鈴鹿の酒造り」 

発表件数：89件（うち2件が特別講演） 

若手優秀講演賞：学生部門5件，一般部門1件 

参加者数：会員(一般または法人) 126名，一般非会員16名，学生・シニア会員51名，その他11名，計204

名 

懇親会：一般96名，学生・シニア会員6名，計102名 
 

２．４ 第1回ゼオライトセミナー 

世話人：村松淳司（東北大） 

開催日：2018 (平成30)年2月2日(金) 

場所：東北大学「片平さくらホール」(仙台市青葉区片平2-1-1) 

共催・協賛：触媒学会，石油学会，日本化学会 

触媒学会東日本支部東北地区講演会と同日開催（午前） 

※参加費、懇親会費は両行事で共通の為、収入、支出とも按分額とする） 

プログラム：佐藤剛一先生（産業技術総合研究所）「ゼオライトの合成、構造解析と膜部材化 －産総

研化学プロセス研究部門におけるゼオライト研究－」，窪田好浩先生（横浜国大）「新規骨格ゼオライ

トの創製と応用」，瀬戸山亨先生（三菱ケミカル）「ゼオライトの応用の現状と展開可能性」 

ポスター発表件数：21件 

参加者数：会員(一般または法人) 14名，一般非会員2名，学生9名 

懇親会：本会扱いの有料参加者一般12名，学生1名，計13名，触媒学会東日本支部東北地区講演会と合

計で65名が参加 

 

２．５ 参照ゼオライト研究会 

代表：小倉賢（東京大） 

活動実績：合成チーム8グループが14サンプルを提供，触媒特性評価チーム5グループがイオン交換およ

び各種評価を行った． 

報告会： 

第1回 2017 (平成29)年6月9日(金) 10:00から11:30 工学院大学新宿校舎28階会議室 

第2回 2017 (平成29)年11月29日(金) 13:00から16:00 岐阜大学サテライトキャンパス多目的講義室 
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３．編集委員会 

 

 

４．企画・広報委員会 

・委員会の開催（1回：12月） 

・研究発表会，フォーラム，夏の学校など各行事の企画立案 

・若手講演優秀賞（研究発表会）選考作業 

・ホームページおよびデータベースのデータ更新，サーバーの保守（常時） 

  

2018/3/9

一般社団法人 日本ゼオライト学会

編集委員会

１．掲載件数、総ﾍﾟｰｼﾞ数

No. Vol.34, No.2 Vol.34, No.3 Vol.34, No.4 Vol.35, No.1 合計

発行日 4/15 7/14 10/13 1/31

投稿論文 0 0 0 0 0

特別寄稿 0 0 0 0 0

総説・解説 3 3 3 3 12

基礎講座 0 0 0 1 1

トピックス 0 0 0 0 0

受賞者の声 0 0 0 1 1

レポート 1 1 2 1 5

ゼオゼオ 0 0 1 2 3

そこが知りたい 0 0 0 0 0

ﾍﾟｰｼﾞ数 33 35 45 43 156

企業広告* 2 2 2 2 8

* 企業広告　(年間契約：ヒロ、日本ベル（Vol.31より））

２．編集発行経費

Vol.34, No.2 Vol.34, No.3 Vol.34, No.4 Vol.35, No.1 合計

【参考】

Vol.**, No.*

編集費 137,376           148,392    193,320    184,680    663,768    

印刷費 160,596           156,168    161,568    171,720    650,052    

発送費 48,233             48,114      47,822      47,313      191,482    

編集業務費 3,780               3,780        4,320        3,780        15,660      

合計 349,985           356,454    407,030    407,493    1,520,962 

３．編集委員会費

1回目 2回目 3回目 4回目 合計 【参考】

日程 2017/5/29 2017/9/1 2017/11/29 2018/3/9 2017/3/31

開催場所名 虎ノ門 早稲田 岐阜 虎ノ門

出席者数 10 10 8 11 39             26

交通費 67,124             53,530      -               53,320      173,974    190,910    

会議費 8,100               -               -               8,100        16,200      18,118      

合計 75,224             53,530      -               61,420      190,174    209,028    

４．予算・実績

今年度 【参考】　Vol.32, No.4

予算 実績 予算-実績 予算 実績
*

予算-実績

編集発行費 1,950,000 1,520,962 429,038 470,000 451,390 18,610

編集委員会費 300,000 190,174 109,826 70,000 61,935 8,065

合計 2,250,000 1,711,136 538,864 540,000 513,325 26,675

５．報告事項

・ 本年度は，4冊（Vol.34, No.2～Vol.34, No.4, Vol.35, No.1）編集・印刷を「国際文献印刷社」にて行った。

６. 次年度計画

平成30年度（2018年度）も例年通り4冊のゼオライト誌の編集・発行を行う予定．

平成29年度ゼオライト誌編集報告
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２．平成30年度事業計画 

 

平成30 (2018)年度事業計画書 

 

企画・広報委員会関連事業 

１． 2018年度ゼオライトフォーラム・総会・評議員会 

 日時：2018年6月11日（月） 

 場所：東京大学（東京都文京区）武田先端知ホール 

 世話人：大久保達也（東大） 

 評議員会，フォーラム，総会，懇親会の順で行う 

２． Post-ZMPC2018 School 

 日時：2018年8月9日（木）～8月11日（土）の2泊3日 

 場所：鬼怒川温泉ホテル 

 世話人：多湖輝興（東工大）、上村佳大（産総研） 

３． 第34回ゼオライト研究発表会 

 日時：2018年11月29日（木）～11月30日（金） 

 場所：函館アリーナ（函館市） 

 実行委員長：松橋博美（北海道教育大函館校） 

４． 第2回ゼオライトセミナー 

 場所：大阪大学基礎工シグマホール 

 日時：2018年12月17日（月）13時から 

 世話人：西山憲和（大阪大） 

５． 参照ゼオライト討論会の開催 

 研究会代表：小倉 賢（東京大） 

 詳細は未定 

６． その他 

 ZMPC2018支援 

 開催日：2018年8月5日(日)～8月9日(木) 

 会 場：パシフィコ横浜 

 Chairperson：松方正彦（早大） 

 TOCAT8と同時開催 

 

編集委員会関連（会誌発行計画） 

 例年通り4冊のゼオライト誌を発行する 

 国際文献社に編集・印刷を委託して発行予定 
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２．平成30年度収支予算 
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